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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 110,912 ― 12,546 ― 13,321 ― 9,371 ―
20年3月期第2四半期 91,360 36.1 9,031 △27.9 13,825 △12.2 9,695 △9.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 163.96 ―
20年3月期第2四半期 169.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 566,812 417,837 72.2 7,163.98
20年3月期 620,946 448,226 70.8 7,696.00

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  409,444百万円 20年3月期  439,852百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
21年3月期 ― 20.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 20.00 40.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 219,828 5.9 21,836 11.3 26,539 △2.6 19,828 △1.3 346.92

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年３月期の業績予想に関する事項につきましては、本日公表の「平成21年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  
なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる
可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  57,154,776株 20年3月期  57,154,776株
② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  1,575株 20年3月期  1,407株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  57,153,292株 20年3月期第2四半期  57,153,492株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）における売上高は

110,912百万円と前年同期に比べ19,551百万円の増収（＋21.4％）となりました。 

売上総利益は原油やビチューメンなどの価格上昇を反映して38,704百万円と前年同期に比べ10,324

百万円の増益（＋36.4％）となりました。昨年度末から続いた新潟県沖合の北蒲原試掘３坑やフィリ

ピンでの試掘作業などにより探鉱費が10,106百万円と前年同期に比べ4,929百万円増加（＋95.2％）し、

販売費及び一般管理費も16,051百万円と前年同期に比べ1,879百万円増加（＋13.3％）したものの、営

業利益は前年同期に比べて3,514百万円増益（＋38.9％）の12,546百万円となりました。 

経常利益は受取配当金の減少、為替差損や有価証券評価損の計上などにより前年同期に比べて504百

万円減益（△3.6％）の13,321百万円となりました。 

税金等調整前四半期純利益は前年同期に比べて15百万円増益（＋0.1％）の13,255百万円となり、四

半期純利益は前年同期に比べて324百万円減益（△3.3％）の9,371百万円となりました。 

 

なお、当社の事業部門別の業績は次のとおりであります。 

 

（イ）原油・天然ガス事業部門 

原油・天然ガス事業部門は、原油、天然ガス、液化天然ガス（ＬＮＧ）及びビチューメンの

販売からなり、当第２四半期連結累計期間においては、前年同期に比べてサハリン原油の買入

販売数量が減ったものの、主に原油やビチューメン価格の上昇により売上高は102,189百万円と

前年同期に比べ18,496百万円の増収（＋22.1％）となりました。 

（ロ）請負事業部門 

請負事業部門は、主に削井工事及び地質調査の受注等からなり、当第２四半期連結累計期間

における売上高は1,356百万円と前年同期に比べ441百万円の増収（＋48.2％）となりました。 

（ハ）その他事業部門 

その他事業部門は、主に液化石油ガス（ＬＰＧ）・重油等の石油製品の販売、天然ガス・石

油製品の受託輸送及びその他業務受託等からなり、当第２四半期連結累計期間の売上高は7,366

百万円と前年同期に比べ614百万円の増収（＋9.1％）となりました。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ54,134百万円減少し、

566,812百万円となりました。これは主に国際石油開発帝石ホールディングス㈱（平成20年10月１日付

商号変更 現 国際石油開発帝石㈱）等の株価下落による投資有価証券の減少などによるものです。 

また、負債の部及び純資産の部につきましては、前述の投資有価証券の減少によりそれぞれ繰延税

金負債及びその他有価証券評価差額金が減少したことなどにより、負債合計は23,745百万円減少し、

148,974百万円となり、純資産合計は30,388百万円減少の417,837百万円となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成20年８月８日に公表した業績予想を見直しいたしました。本

日平成20年11月７日公表の「平成21年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 
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(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①原価差異の繰延処理 

操業度の時期的な変動により発生した原価差異は、原価計算期間末までにほぼ解消が見込ま

れるため、当該原価差異を流動負債（その他）として繰り延べております。 

②税金費用の計算 

税金費用については、当社及び一部の連結子会社は当第２四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、法人税

等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19

年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第14号 平成19年３月14日）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従

い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関す

る当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響はありません。 

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号 平

成19年３月30日改正）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第16号 平成19年３月30日改正）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半

期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間

より、平成20年４月１日以降にリース取引開始となる契約からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微であります。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

  （単位：百万円）

 

当第２四半期連結会計期間末 

 

(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 30,502  27,794

  受取手形及び売掛金 15,693  25,865

  有価証券 10,238  17,724

  商品及び製品 4,243  3,921

  仕掛品 1,581  271

  原材料及び貯蔵品 7,640  6,299

  その他 22,089  7,141

  貸倒引当金 △8  △10

  流動資産合計 91,981  89,008

 固定資産  

  有形固定資産 145,959  141,162

  無形固定資産  

   その他 5,416  6,179

   無形固定資産合計 5,416  6,179

  投資その他の資産  

   投資有価証券 311,353  376,137

   その他 19,859  16,177

   貸倒引当金 △67  △97

   海外投資等損失引当金 △7,691  △7,621

   投資その他の資産合計 323,455  384,595

  固定資産合計 474,830  531,937

 資産合計 566,812  620,946
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  （単位：百万円）

 

当第２四半期連結会計期間末 

 

(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 

要約連結貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 11,275  13,469

  引当金 467  590

  その他 20,261  24,797

  流動負債合計 32,004  38,857

 固定負債  

  長期借入金 25,263  21,922

  繰延税金負債 80,525  101,477

  引当金 10,712  10,349

  その他 467  113

  固定負債合計 116,969  133,862

 負債合計 148,974  172,720

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 14,288  14,288

  利益剰余金 253,453  245,225

  自己株式 △8  △7

  株主資本合計 267,733  259,506

 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 142,839  179,629

  繰延ヘッジ損益 △169  △0

  為替換算調整勘定 △959  716

  評価・換算差額等合計 141,711  180,346

 少数株主持分 8,393  8,373

 純資産合計 417,837  448,226

負債純資産合計 566,812  620,946
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(2) 四半期連結損益計算書 

（第２四半期連結累計期間） 

  （単位:百万円）

  
当第２四半期連結累計期間 

(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高  110,912 

売上原価  72,208 

売上総利益  38,704 

探鉱費   

 探鉱費  11,026 

 探鉱補助金  △920 

 探鉱費合計  10,106 

販売費及び一般管理費  16,051 

営業利益  12,546 

営業外収益   

 受取利息  723 

 受取配当金  1,447 

 その他  1,224 

 営業外収益合計  3,396 

営業外費用   

 有価証券評価損  975 

 為替差損  639 

 その他  1,005 

 営業外費用合計  2,621 

経常利益  13,321 

特別利益   

 貸倒引当金戻入額  5 

 特別利益合計  5 

特別損失   

 固定資産除却損  70 

 特別損失合計  70 

税金等調整前四半期純利益  13,255 

法人税等  3,351 

少数株主利益  532 

四半期純利益  9,371 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月14日）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日）を適用

しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考情報」 

 前年同四半期にかかる財務諸表 

  中間連結損益計算書 

 

前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日） 

区分 金額（百万円） 
百分比

（％）

Ⅰ 売上高  91,360 100.0

Ⅱ 売上原価  62,981 68.9

  売上総利益  28,379 31.1

Ⅲ 探鉱費  5,176 5.7

Ⅳ 販売費及び一般管理費  14,171 15.5

  営業利益  9,031 9.9

Ⅴ 営業外収益   

 １．受取利息 794  

 ２．受取配当金 2,277  

 ３．持分法による投資利益 935  

 ４．海外投資等損失引当金戻入額 668  

 ５．事業損失引当金戻入額 122  

 ６．その他 709 5,509 6.0

Ⅵ 営業外費用   

 １．支払利息 99  

 ２．有価証券売却損 134  

 ３．廃鉱費用引当金繰入額 293  

 ４．その他 188 715 0.8

  経常利益  13,825 15.1

Ⅶ 特別利益   

 １．貸倒引当金戻入額 4  

 ２．その他 0 5 0.0

Ⅷ 特別損失   

 １．固定資産除却損 38  

 ２．震災復旧費用 551  

 ３．その他 0 590 0.6

  税金等調整前中間純利益  13,239 14.5

  法人税、住民税及び事業税 4,284  

  法人税等調整額 △1,175 3,108 3.4

  少数株主利益  434 0.5

  中間純利益  9,695 10.6
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６．その他の情報 

  生産・販売の状況 

  ① 生産実績 

   石油・天然ガス関連事業 

事業部門 製品別 

前中間連結会計期間 

 

（自 平成19年４月１日 

 至 平成19年９月30日）

当第２四半期 

連結累計期間 

（自 平成20年４月１日  

 至 平成20年９月30日） 

（参考） 

前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

 至 平成20年３月31日）

350,295 352,974  761,636 
原油（kl） 

（81,335） （76,354） （147,397）

564,545 569,652  1,288,606 
天然ガス（千㎥） 

（29,842） （29,209） （58,946）

液化天然ガス（t） 10,988 15,921  33,610 

194,912 204,322  410,363 

原油・天然 

ガス 

ビチューメン（kl） 
（194,912） （204,322） （410,363）

 （注）１．原油、天然ガス及びビチューメンの (  ) は海外での生産であり、内数です。 

    ２．天然ガスの生産量の一部は、液化天然ガスの原料として使用しております。 

    ３．ビチューメンとはオイルサンド層から採取される超重質油です。 

 

  ② 販売実績 

   石油・天然ガス関連事業 

前中間連結会計期間 

 

（自 平成19年４月１日 

 至 平成19年９月30日）

当第２四半期 

連結累計期間 

（自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日）

（参考） 

前連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

 至 平成20年３月31日）
事業部門 製品別 

数量 
金額 

（百万円）
数量 

金額 

（百万円）
数量 

金額 

（百万円）

原油（kl） 1,031,766 54,326 822,535 64,167 2,041,192 117,923

天然ガス（千㎥） 631,765 20,102 647,121 22,906 1,486,910 48,982

液化天然ガス（t） 74,067 4,413 79,895 5,615 170,453 10,285

原油・天然 

ガス 

ビチューメン（kl） 195,580 4,851 205,685 9,500 409,743 10,468

 小計 － 83,693 － 102,189 － 187,660

請負  － 915 － 1,356 － 5,395

その他  － 6,751 － 7,366 － 14,582

 合計 － 91,360 － 110,912 － 207,638

 （注）１．その他事業部門は、液化石油ガス（LPG）・重油等の石油製品の販売、天然ガス・石油製品の受託輸送及びその他

業務受託等です。 

    ２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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